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研究成果の概要（和文）：　研究課題として設定した、①「大衆化」と「卓越化」との二律背反の相克、②高等教育の
「自由化」政策の影響、③リベラル・アーツと教養教育、という３つのテーマを軸に日仏両国の比較研究を進めた。日
本およびフランスのいずれの国においても、さまざまな「改革」の動きの一方で、ともすれば見過ごされているように
も見受けられるのは、「改革」を通じてどのような高等教育を目指すのか、あるいはまた、その新たな高等教育を通じ
てどのような社会を目指すのか、といった本質的、理念的な問いである。研究代表者および研究分担者は、こうした根
本的な問いを共有しながら、それぞれの具体的な研究テーマに取り組んで研究を進めた。

研究成果の概要（英文）： We have been doing comparative research between Japan and France on three main th
emes which we have posed as our point of study: 1)resolution of dichotomy between "tendency to mass" and "
pursuit of excellence" of higher education, 2)impacts of the "liberalization" policy of higher education, 
3)significance of liberal arts and general education. We have found that the essential and principal quest
ions on the higher education reform -- what kind of higher education, or more generally, what kind of soci
ety is aimed for by the reform -- have not been discussed and reflected enough in both countries. We have 
inquired into actual research themes by setting this fundamental problem as the common basis for our study
.
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１．研究開始当初の背景 
日本とフランスの高等教育は同じような
問題を抱えるに至っている。両国の高等教育
がともに直面しているのは、「大衆化」と「卓
越化」という二律背反的な課題に同時に対処
することが求められるという状況であり、さ
らに、高等教育において進行しつつある「グ
ローバリゼーション」の中で、それぞれの国
のナショナルな歴史や伝統を無視して行わ
れる「世界の大学ランキング」等に翻弄され
る様相も見られる。そうした状況の中、「事
前統制から事後評価へ」という言葉に象徴的
に示されるような自由化を推進する方向性
が政策として進められ、各国、また各大学は、
競争的な環境にますます置かれつつある。従
来は「象牙の塔」という言葉に象徴されるよ
うに、ともすれば俗世間から一定の距離を置
いて大学が研究、教育を行うことも可能であ
ったかもしれないが、そうした状況を過去の
ものとする、職業教育への志向を求める動き
や、産学連携といった声の高まりなども、近
年の大学の変容を示すものとして看過する
ことはできない。 
日本に限らず各国は、新たな高等教育のあ
り方を求め、改革を進めてきている。日本に
おいては国立大学の法人化や機関評価の義
務化がなされ、またフランスにおいても大学
入学後の 3 年、5 年、8 年を標準的な年限と
して、学士号（licence）、修士号（master）、
博士号（doctrat）の取得を目指すＬＭＤ制度
の導入や、従来の全国評価委員会（ＣＮＥ）
に代わる評価機関としての研究・高等教育評
価機関（ＡＥＲＥＳ）の導入等に示されるよ
うな大きな変革の動きが見られる。 
本研究では、こうした、高等教育をめぐる
近年の大きな変化を踏まえ、そこで進められ
ている諸改革について、あらためてその意味
やそこに含まれる諸問題を検討していくこ
とを目指す。高等教育や研究体制が時代に即
して改革を進めていくことは確かに必要で
あろうが、同時に、それらの真にあるべき姿
を求めていくこともまた必要である。本研究
では、こうした大きな枠組みを念頭に置きな
がら、具体的な諸問題に関する考究を進めて
いく。両国の高等教育の歴史を踏まえながら、
1990 年代以降の改革がどのような変化をそ
れぞれの高等教育システムにもたらしてい
るかを分析し、そこから 21 世紀の大学への
より確かな展望を拓きたい。 
 
２．研究の目的 
 1990 年代以降の日本とフランスにおける
高等教育改革を、それぞれのシステムの歴史
と構造を踏まえながら比較する。今日の高等
教育の普遍的な困難さは様々な次元におい
て見出すことが可能であるが、本研究ではそ
うした諸困難とそれへの対応の諸相を具体
的に明らかにするために、研究を進めていく
主たる軸として、①「大衆化」と「卓越化」
との二律背反の相克、②高等教育の「自由化」

政策の影響、③リベラル・アーツと教養教育、
の３つを設定する。こうした考察を踏まえて、
近年の大学改革の論理とそこから生じ得る
諸問題とを明らかにし、さらには単なる状況
把握に留まることなく、高等教育の本質的な
意味をあらためて問い直すことを目指す。 
 
３．研究の方法 
上記のように研究課題として設定した、①
「大衆化」と「卓越化」との二律背反の相克、
②高等教育の「自由化」政策の影響、③リベ
ラル・アーツと教養教育、という３つのテー
マを軸に日本およびフランスについて比較
研究を進める。①に関しては、デリダ、ブル
デュー、シャルルなどの大学論の検討を踏ま
え、これらを対照軸としながら今日的様相の
特徴を明らかにする。②に関しては、政策的
な展開を明らかにした上で、現実に表れる諸
問題を具体的に検討する。③に関しては、リ
ベラル・アーツのあり方を、大学の歴史、教
養教育、職業教育との関連のなかで考察する。
いずれのテーマについても、文献に基づく研
究とともに、フランスのアレゼールとの議論
や、日本およびフランスの大学人や教育行政
担当者との対話等を通じて、「制度」のレベ
ルにとどまらない「実態」のレベルでの解明
を行う。 
 
４．研究成果 
 研究開始当初の背景、研究の目的、研究の
方法として示される諸点を基本に置きなが
ら、本研究課題に 3年間取り組んできた。こ
の間に、論文、学会発表、図書等の形で公表
された研究成果は、下記に示されている通り
である。 
 日本においては、フランスの高等教育につ
いての研究は、英米諸国に関する研究と比べ
て、いまだ十分に進められているとは言い難
い側面がある。そうした全般的状況の中で、
本研究課題によって、近年の改革動向を中心
として、フランスの高等教育について多角的
に研究を進めることができたことは重要な
成果である。本研究を通じて、大学ランキン
グ等に象徴されるような、国際的な競争的環
境の中で、英語圏の国や地域に対して日本も
フランスも周辺的な位置に置かれていると
いう基本的な状況、そうした状況に対して、
両国ともに高等教育や研究の成果を高める
ために様々な改革を進めようとしてきてい
ること、職業教育を重視しようとする全般的
な傾向といった、日仏両国に共通する側面と
して指摘することの可能な諸点と、同時にそ
の一方で、国と大学との関係のあり方や、「抵
抗」をも含む改革の具体的な進められ方とい
った、両国の相違点として指摘され得る諸点
とを明らかにすることができた。 
また、研究の一環として、2011年度にはフ
ランスから 3名の研究者を、そして 2012年
度には、1 名の研究者をフランスから招聘し
て、各年度ともに東京および神戸でシンポジ



ウムや講演会を開催し、さらに 2013 年度に
は、研究代表者および研究分担者のうち 3名
がフランスに赴いてトゥールーズおよびパ
リで開催されたシンポジウムに参加して、研
究報告を行った。これらの研究成果、諸報告
の主な内容は論文等としてすでに公刊して
きているところであり、上記 3名が 2013年
度にフランスで行った報告の内容について
も、他の参加者による報告と合わせ、フラン
スでの出版の企画が進められていて、完成原
稿をすでに 3名とも提出している（Syllepse
社より、L'université à l'encan ［仮題］とし
て刊行予定）。本研究課題を通じて、日仏両
国の研究者が双方向的な研究交流を行い、両
国の高等教育の置かれている状況について
の理解をお互いに深めることができたのも、
重要な成果である。 
本研究課題について、3 年間研究を進めて
きたわけだが、この間、日本およびフランス
のいずれの国においても、さまざまな「改革」
の動きの一方で、ともすれば見過ごされてい
るようにも見受けられるのは、「改革」を通
じてどのような高等教育を目指すのか、ある
いはまた、その新たな高等教育を通じてどの
ような社会を目指すのか、といった本質的、
理念的な問いである。研究代表者および研究
分担者は、こうした根本的な問いを共有しな
がら、それぞれの具体的な研究テーマに取り
組んで研究を進めてきた。 
 日本における「大学改革実行プラン」（2012
年 6 月 5 日公表）や「国立大学改革プラン」
（2013年 11月 26日公表）、フランスにおけ
る 2006年 4月 18日の法律による「研究・高
等 教 育 拠 点 （ pôle de recherche et 
d’enseignement supérieur、PRES）」や、そ
れのさらなる展開としての 2013 年 7 月 22
日の法律による「大学・機関共同体
（ communauté d'universités et 
établissements、COMUE）」の制度の導入等、
日本においてもフランスにおいても高等教
育をめぐってさまざまな新たな動きがごく
最近にも見出される。そうした状況のなかで、
ここで得られた研究成果を踏まえながら、高
等教育のあるべき姿や、高等教育の果たすべ
き役割、あるいはまた近年の高等教育改革の
意味、といった諸点をも念頭に置きながら、
今後もさらに研究を展開させていきたい。 
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